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質量
（kg） 対応ボックスカルバート内幅
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ボックスカルバート呼び寸法

基礎の厚さ（単位 ： ㎜）

基礎の形状（単位 ： ㎜）

基礎

敷モルタル t1 t2

600×600～1000×1500 100 150

1100×1100～2000×2000 150 200基礎コンクリート
栗石または切込砕石

施工例
通常は現場打ちである基礎コンクリートをプレキャスト化したコン
クリート板です。省力化・工期短縮を図れるとともに、現場の型枠が
不要になるため、廃棄物の発生も抑制することができます。
また、表面は刷毛引き仕上げを施しているため、敷モルタルとの接着
性も向上します。なお、プレキャスト基礎板の寸法は、全国ボックス
カルバート協会の「プレキャストボックスカルバート設計・施工マニュ
アル」に記載されている基礎の厚さに準拠しています。

工期短縮と施工性の向上が見込めるプレキャスト基礎板

寸法・質量表（単位：mm）

（注）※ 上記以外のサイズについてはお問い合わせください。　※ 幅寸法はボックスカルバートの全幅＋200mmを標準としています。
※ ボックスカルバートの他に、L型擁壁や開水路の基礎板としてもご使用いただけます。

※歩係は弊社経験値による。

全国ボックスカルバート協会
「プレキャストボックスカルバート設計・施工マニュアル」基礎形状例

プレキャスト基礎板水　　路

経験値
経験値
経験値

2000
         ～   200
  200 ～   800
  800 ～ 2000

0.2
0.2
0.3

0.4
0.5
0.5

0.1
0.1
0.2

0.1
0.2
0.2

規格
1枚当りの長さ
（mm）

1枚当りの質量 （kg）
を越え～以下

労力
世話役
（人）

特殊作業員
（人）

普通作業員
（人）

ラフテレーン
クレーン運転
（日）

備考

プレキャスト基礎板標準据付歩掛 10ｍ当り

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
基
礎
板
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